
看護研究に関するご協力のお願い 

 

 3階南病棟では、患者さんの生活の質の向上を目指し、看護研究に取り組んで

います。 

 

 今回、次の様な研究を計画しています。 

【研究の目的と内容】 

胃管を留置している患者さんが、ご自分で胃管を抜いてしまう（自己抜去）と、

再挿入の際に苦痛を伴ってしまいます。このため、胃管の自己抜去をできるだ

け防ぐ目的から、胃管を自己抜去した件数と状況の調査を行います。 

 

【研究の対象】 

 対象は、2016年 10月から 2017年 3月までの期間に、3階南病棟に入院され、

胃管を留置しておられた患者さんです。 

 

・得られた情報は、研究以外の目的では使用しません。 

 また、個人が特定されないように配慮し、情報の管理に関しては特段の注意を 

 払い、研究メンバー以外に知られることはありません。 

 

・ご自分のデータを使用されたくない場合は、拒否することができます。下記 

の連絡先までご連絡をお願い致します。 

拒否をされても、診療において患者さんが不利益を被ることはありません。 

 

・何かご不明は点などがありましたら、主研究者又は病棟責任者にお声かけ頂く 

 ようお願い致します。 

 

【連絡先】 

JAとりで総合医療センター 3階南病棟 電話：0297‐74‐5551（代表） 

【連絡受付け時間】 

平日 午前 10時～午後 4時 

【主研究者】 長谷川 陽子 

【病棟責任者】山本 順子（師長） 

 

JAとりで総合医療センター 


